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大腸内視鏡検査について

• 大腸の検査は、肛門からスコープを入れて

• 盲腸まで観察します。

• 大腸の中には便があります。便をすべて排出し

腸を空にしないとスコープで腸の中を見ることが

できません。便秘の方は検査の予約時に医師

に相談し、便秘の解消を図ってください。



検査の前日の注意事項

• 2日間（昨日、 一昨日）便が出ていない方は

お早めにご連絡ください。

• 朝から食事の制限があります。提示してある食材のみ

食べるようにしてください。

• 水分は十分にとってください。

• 水分は寝る前まで、飲んでも大丈夫です

• いつも飲んでいるお薬は飲んでください。 ただし、

服用を中止するように言われたお薬は飲まないでください。



検査前日のお食事

• ご注意ください

• 味噌汁 →具なし

• お魚 → 皮なし

• おにぎり → のりなし

• 豆腐 → 薬味なし

• 調味料

お醤油 ◎

ドレッシング ✖



当院の検査説明用紙



検査前日の準備

• 排便はありましたか。まる２日排便がない場合は病院に連絡してください。

• ニフレックを溶かします。（溶かし方は次ページ参照）

中の薬はしっかり溶かししてください。

• 溶かしたニフレックは、冷蔵庫で保管します。

• 寝る前に、ピコスルファートナトリウム２錠を飲みます。

• 水分を多めにとってください。



ニフレックの溶かし方



検査当日
• 食事はとらないでください。味見などもしないでください。

• 水・お茶は飲んでも大丈夫です。

• 薬は、血圧や心臓の薬は朝7時までに服用してください。

• 体調がすぐれない場合は、来院前に電話にてご相談ください。

熱がある、風邪（咳・鼻水・喉のいたみなど）の症状がある、だるいなど

• 検査着に着替えます。

できるだけ、着替えのしやすい服装でお越しください。



検査当日の準備

• ニフレックを飲みます 。指示された時間から服用を始めてください。

• ２リットルを２時間かけて飲んでください。

• コップに移して服用します。最初の２杯は、ゆっくり服用します。

• 1杯を１５分かけてゆっくり飲みます。かゆみや吐き気などがでないか確認します。

• 大丈夫であれば、次の1杯を飲みます。体調に変化がなければ、3杯目からは

１０～１５分間隔で服用してください。

• 便意がでたら、排便します。ニフレックを飲む→排便をする を繰り返して腸をきれいにします。

• 便が出ない、おなかが痛い、気分が悪いなどがある場合は、無理せずに服用を中止します。



ニフレックを飲みながら、体を動かします
（無理しない程度）



排便スケール ④が検査可能な状態です



ニフレックを服用中は気をつけてください

• 次の症状が出た場合、排便がでない、薬を飲んでもきれいにならないなどは

病院に連絡をしてください。

• 津田沼中央総合病院 内視鏡センター

• ０４７ー４７６－５１１１



検査当日 来院から検査室まで

１階で受付をします

・ 窓口受付または、

再来受付機にて受付します

• 内視鏡検査後に受診のある方は、

受診をする科の受付もします。

２階の内視鏡センターへ

・ 受付票（緑のファイル）

予約表、 血圧測定の紙 体温測定用紙

以上を、内視鏡センターの中の受付に

提出します。



内視鏡検査前の確認事項

• 御本人確認

名前・生年月日を言っていただきます

• 現在の体調の確認

• 食事をしていない事を確認

• 検査歴、手術歴の確認

• 薬のアレルギーを確認

• 抗凝固薬服用の有無を確認

• ニフレックの服用量

• 排便の状況

• 車、バイク、自転車を運転してきてい
ない

• 心臓病・緑内障・前立腺肥大

糖尿病の有無

・ 中止薬の確認



検査前処置

• 検査前に腸の動きを抑える注射をします。

（医師によりあえて注射をせずに検査を行うことがあります。）

• ブスコパン 注射後は6時間運転ができません。

また、口喝 心悸亢進など副作用が出ることがあります

• グルカゴン 注射後まれに低血糖症状が出ることがあります

症状 冷や汗 気分不快 吐き気 めまい 嘔吐

対策 飴をなめる 糖分をとる



検査当日 検査

• 左側を下にして、横向きに寝ます。

• 両ひざを曲げて抱えるような姿勢になります

• 力を抜いて検査を受けてください

• 検査のために炭酸ガスを送り腸を膨らませています

• おなかが張りますので、おならをしてガスを出します

• 検査中は検査台が狭いため、指示があるまでは動かないようにしてください。

• 検査の途中、上を向いたり、右側を下に寝たり、腹ばいになったりすることがあります。

お声をかけますので、その時は動いてください。



大腸検査

• 検査は肛門からスコープを挿入し、盲腸まで入れていきます。

• 炭酸ガスを使用し、腸に空気を入れて検査をします

• 途中、排ガスはしてもかまいません。

• 痛みがある場合は言ってください。



ポリープの切除
通電してとる方法と通電せずにとる方法があります

通電してポリープ切除をする方法 通電せずにポリープを切除する方法



検査後の注意点

• 検査後は排ガスを我慢せず、出してください。観察の時に入れた

• 炭酸ガスが残っています。1時間もすれば吸収されてきます。

• おなかの張りはなくなってから、食事を始めてください。

• 食事の内容は、検査終了時に説明があります。

• 水分はすぐに飲むことができます。ただし、炭酸飲料は控えてください。

• ポリープを切除した場合は、食事、運動、飲酒、遠出の制限があります。

検査後に注意事項をお話しします。



ポリープ切除後の食事

• 食事の制限を守ってください。

• アルコールの摂取は厳禁です。

1週間は取らないでください。



検査後の受診について

• 生検、ポリープ切除を行った方は、1週間後を目安に外来にて組織の

検査結果を聞いてください。

• 継続して服薬や、治療が必要な方も外来受診をお願いします。

• 後日ポリープ切除を勧められた方、消化器科外来でご相談ください。



ポリープ切除後の生活

• 検査当日 翌日まではシャワー浴のみ

• それ以降も1週間は長湯は避けてください。

• 遠出・旅行 1週間禁止です。

• 飛行機に乗ることは2週間控えてください。

• 運動 （ウォーキングも含む）や

重いものを持つ、おなかに力が入る行為は

1週間禁止です。

• 注意して生活していても、出血や穿孔は起こりうるので、「出血した、おなかが痛い」などの

症状が出た場合は、我慢せず病院に連絡し、来院してください。


